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 DAY １ 

第36回 

東日本OP級セーリング選手権  浜名湖大会 

台風20号は まだ抜けきっていない。初日の朝は大荒れ模様の天候で 

9:00 大会受付（左奥）と計測受付（手前）    計測を開始する。 

台風のコースによっては初日の中止も検討されたが、進路がそれて幸運をつかむ。 

飯島 來海（小2 

 最終レースの フィニッシュ 



近づく Tokyo 2020。例年の葉山での本大会開催

は不可能。との事で、静岡県連さんにバックアップ

をお願いし、浜名湖での開催にこぎつけました。 

葉山では屋外ですが、艇庫があるために濡れなく

て計測作業が進みます。 OP会員の多い関東から

遠く、エントリーが少なる予想で、１フリート制の 

限界を90艇以下とすると、96艇（昨年は105艇）。

Bクラスは 昨年は24艇だったのが、今年は28艇の 

参加で計124艇となり、大いに盛り上がりました。 

 菅沼さん 

毎年締め付けられる計測時間。昨年は 朝8時から

だったが、今年は施設の利用時間制限で、9時と

なった。12時からの開会式に対し、目標時間通り 

11時45分に完了。恒例写真を撮る。 あれれ？？ 

宇田川さんがいない！! 彼女はIODAから召集令状

が来たので、キプロス島のワールド選手権に旅立つ

ところ。 そして今回の主役は 山田委員長でした。 

葉山さん 

  メーカーの 

製品を証明する記述、 

 選手に適したサイズ、 

 であればパス。 

 竹内さん 

 計測ステッ   

カーは 鰻ちゃん 

今年から 

  ライジャケの 

    検査も始まった。 

 時折激しい雨が降る。 

ステッカーが剥がれない 

ように水滴を除去。 

 山田 
 委員長 

師尾さん 



開 会 式 

  ご挨拶：山下 昭一  様 

 （浜松市 市民部 部長   

 選手宣誓  

 遠藤 貫太郎 

Aクラスに “D旗” が揚がる。 

Aクラスは、続々と レース海面へ。 風速は 沖で18knt（９m/s ）と強烈。 

一方、Bクラスは、 

 陸上待機となる。 

今回、訳ありで筆者が

Bクラスのレース委員長

を 拝命した。 

  Bクラス本部船 

「ぼく、これ位は 走  

 れるので出たい。」 

 という選手もいたが、 

 NORで Bの対象者が、 

 “初級者“ と明記され

ており、「６m/s 以下

に風が落ちたら出艇す

る。」と答えた。 



Bクラスの “D旗” 

   初日は ついに揚がらず。 

      ご挨拶 城田 様 

   三ヶ日青年の家所長   

予定されていた体育館は、冷房が無く 直前に食堂に移行、狭いが大成功。 

 ↑熱海ジュニア海洋クラブ、高梨さん 

彼は 1985年 第17回 OP全日本（江の島） 

に出場した、バリバリの OP上がりです。 

 リスクマネジメント セーリング ジュニア → 

 ただ一人参加の 永井 達規くん（小5 。 

 スピーチは おじいちゃん（ヨット乗り） 

新加盟クラブ紹介 

横ジュニ 中２トリオ。 

昨年まで 筆者は 計測

の担当だったので、 

Aクラスの写真を撮る 

事が出来たのですが、

今年は全く撮れなくて 

Bクラス限定レポート 

となってしまった事を

お詫びします。  

14:15  沖では Aクラスの 第１レースが  

         スタート。 

Bクラスの定義 は まだ確定していません。 上級者、中級者、初級者  は解ります。 

これを Aクラス、Bクラス、Cクラスと 置き換えるのか？ と言えば 少しニュアンスが違います。 

その大会に Cクラスのジャンルがあればいいのですが、AとBしかない場合には困ります。  

   尾崎くん 

   葉山   



ホスト クラブ    コンサート 

 鈴木 

 風雅 

 岡村 

曜太朗 

海陽海洋クラブの プレゼンテーション 

このような 浜名湖ジュニアの 文化の高さに、皆、うっとりしました。 

 さあ、次は 

   これだよー。 

葉山町 S協会 チーム 

 三谷 ママ 

 上田  母 

 上田 凛花 さん 



  華麗な タックの舞を見せる  ５位  後藤 大志  小５ ＹMFS     

 ２マーク  

 フィニッシュ 

  アウターマーク  

 Day  
  ２ 

８月      (土）   

／2５日   

クラス旗：① ソーセージ、     ② 三角、       ③ ルマン式スタート 

 

Bクラスは 15～20分 のレースなので、回数が多くが予想され、飽きて 

しまうかもしれないので、３種類のコースを設定。 数字旗では 頭で理解 

しにくい ので、視覚的にクラス旗に表現した。１マークも 他と特に区別するために、シャチの形象物とした。  

１マーク 

③ については “安全で楽しく“ との方針を具体化したのだが、初日のミーティングで 説明時に、コーチ達の反発があった。  特に あるクラブの 

コーチからは「我々が、毎週 土、日に一生懸命練習しているのは、こんな Cクラスのようなレースをするためではない！」と猛烈なものだった。 

私は「 レース公示の参加資格は、Aクラスは 中上級者、Bクラスは初級者と明記されているので、初級者ならばこのコースで良い。」と答えた。 

Race１  
  スタート 9:17:30     

  トップ  9:22:10     

   終 了    9:27:50  

③ は、風が強いと 狭いハーバー内では危険 なので、弱い時しかできない。 今日も風が強くなる予報であったが 

８時半頃の Aクラスが出艇直後には まだ港内は微風だったので、このワンチャンスしか ③ はできないと判断した。 

陸で２棹の信号旗の間に選手を１列に並ばせて、走ると危険なので 歩く“規則”として、私がクラス旗を降下した。 

私は直ちにマーク艇に乗り本部船に移動、風向が240°と幸運にも湾口から吹いていたので、港内では軽い接触は

あったものの、無事  最初のレースは成立した。１位  3300 後藤くん ２位 2943 岡田くん ３位 2862 松田くん。 

Race２ 
 新米の レース委員長は、Ｂクラスの運営経験は ゼロのまま ぶっつけ本番。 

選手達の 練度も判らなくて、１マークまでの距離も120m 余りと短めに設定。

スタートラインの長さは   2.3（艇の全長）× 28（参加数）× 1.5 ＝ 96.6ｍ   に   

Bクラスなので 横１線に並ぶことはない事を考慮して、約 60m としました。 

ところが、約半数が第１線に並びました。ワォッ、彼らは本当の B ではない。 

  ４位  佐藤 直輝  小４葉山町   ３位 渡辺   蔦 小４ KMC横浜  

  １位  松田 ジオゴ  小５ 海陽Jr 

 シャチ 

  ２位  小林 俊介 

  小５   YMFS 

  フィニッシュ順位を読み上げる 

 熱海Jｒ の 星野 遥さん      10 ～ 13位 右から  木ノ切 千瑛、 小林 新芽、 懸 潤乃介、 嘉手川 浬帆     

R ２   

 Finish ! 
 B のフリートには  

３レベルがいるようだ。 

 特上、上、並み。   

 なんか寿司屋の 

  メニューみたい。 



Race３ 

フィニッシュに近づく 下位集団 

フニッシュ寸前に 本部船の前で 

 綺麗なタック、 

 23位  斎藤 華花  小５。 

  横浜ジュニア 

  24位   

 飯島 來海 

 小2  江の島 

第２レースは  9:50 スタート、10:07:50 全 28艇がフィニッシュ。

最終で 17分50秒のコースだったため、コースを 1.5 倍に広げる。 

西南西の風が吹いている。想定では南よりもやや西であったが 

まだ台風の余波で想定外、西には半島があり地形の影響で風向

が 230～270° と40度も乱れるが、B なので 出来るだけ港に近

い方が安心だ。風も次第に５m/s 近くで 申し分なく吹いてきた。 

 

270° 

  

 250° 

         

   230°               

 

                180°   

レース・エリア 
高層マンション 

 ↓  

スタート 10:19:00     

トップ  10:29:10    

終了         10:39:30 

 來海 

華花 

  2 位   木ノ切 佐和 中１ 藤沢 

R ３ 

    Finish! 

 ３位    

 尾崎 友太  

 小４ 葉山 

４位   

小林 新芽 

  小６ 

   江東 

８位 佐藤 直輝  小４ 葉山 

７位  

 白鳥 友治  小４ 

     KMC横浜 

前で観戦する２人は 

我子の成長を見守る
航英くんの ご両親。 
 

10 位 懸 潤乃介  小４ 浜名湖 
11 位  小林 俊介  小５ YMFS 

9 位  

 濱川 航英 

    小４ 海陽 

17位 木ノ切 千瑛  小５ 藤沢 
16位 加藤 耀一  小４ 海陽 



  22位   
 岡田  晴 
   小３  藤沢 

  21位  谷本 七海 小5  YMFS 

2285 高梨 匠海   

小２  熱海Jr リタイア。 

  24位   
 三浦 海珠 
   小４  葉山 

  23位  上田 舞花  
  小４   葉山 

  岡田  晴 

Race 
４ 

スタート 10:49:00    トップ  11:04:10   終了  11:10:15     風向 200°  風速 ４～５m/s 

写真レポートについて  少し問題があった。 私は スタートの 

スリットと 全体指揮を担当するので、スタートの瞬間や、マークの回航などの 写真が撮れない。 選手は 運営・規則について どんどん質問をしてくる

し、コーチ達も けっこうピリピリしているので、私が持ち場を離れて撮ったら ヒンシュクを買うのは まちがいなし。今回は本部船 固定撮影にしよう。 

晴 

大志 

上田 舞花 

達規 

航英 

  水谷 光一 小３  江の島 

スター ト前  



 ３マーク  

 フィニッシュまであと少し、 ジオゴ（２位）後続を引き離す。 

 ２位 松田 ジオゴ 

 １位  木ノ切 佐和 

 沈艇を処理中の支援艇 

 ４位 尾崎 友太 

 ３位 峯田  龍   中１ 

 8位   佐藤 直輝  

早めに H旗を 

揚げる。 

 Aクラスの 

 帰着と 

重らぬよう 

 7位 3081  斎藤 華花、 6位  3006  内田 歩、 ５位  2404  嘉手川 浬帆   

3300 リタイア 

  24位 來海 ちゃん、最終艇は 25位 航英くん      

 リタイア艇 

   3129 

  3300 

  2285 

  11位    

小林 俊介   12位   白鳥 友治  

 2818  

 13位  2818  
 9位   3028  

 15位  2943  

 2人の最年少、小２のうちの１人 來海ちゃんは  リタイアは一度もなかった。 

 フィニッシュした 艇は ハーバー バックする。  

R4    Finish ! 



  出艇・帰着は 全てAクラスを優先した。午前は Aクラスより早く帰港し、 

  午後は Aクラスを先に出港させた。今、Bは 第５レースに向けて出艇する。 

Bクラスの抗議 

と ア ド バ イ ザ ー  

入門競技規則  との名でWorld Sailingから

発行されている、レース経験が２年未満の 

セーラーのための規則がある。 ① 初心者に

も解り易い。RRSは WS加盟のMNA（JSAF) 

会員が使用できるが、②非会員では使えない

ので、①②の 意味でBクラスに採用した。 

また、海外では A,Bのクラス分けは 差別と

も受け取られるので、グリーン クラス と呼 

ばれる事が多い、いわゆる若葉マークである。 
 

かつて “オープンビック” クラスでは 出来る 

だけシンプルで自由なクラスポリシーから、

この規則を採用して、世界選手権でも用いら

れたが、さすがに裏をかく選手・コーチが 

多くて 現在はRRSに切り替えられている。 
 

３レース目フィニッシュ直後に、小４の選手

が本部船に近づき、抗議の意思を表明した。

“３マークの回航で ３艇がオーバーラップして  

Introductory 

Rules for 

Racing 

一番内側の艇が水を要求したが  くれなかっ

たので マークに接触した“ と言い、しっか

りした口調で  理路整然としていた。 

アドバイザー  とは 選手がルールを理解

するのを助けたり、必要な場合には、艇に

ペナルティを与える人。今回は 秋山さんが 

指名されており、昼食後ただちに３選手が

やって来たので 紹介した。秋山さんは選手

達の言い分を丁寧に聞き取り、彼らの納得 

が充分行くまで  どうすればいいのかを説明した。 

アドバイザーは 悪い方に  得点２点のペナルティを 

与える事が出来るが、それを使わずに解決した。 

３選手とも小４だが、大人が付き添たりはしない。 

堂々とした態度に、日本の将来は明るいと感じた。 

 

マリンショップ  ミニ ここは公営の施設なので 

営利出店は禁止されており、P 社の依頼に Yes,  と

言えなかったので  実行委員会で 小物等 を販売した。 

これが かなり売れ行きが良くて、好評だった。 

 西日本大会（広島）では、ヤシママリン が出店し、 

ライジャケの検査に不合格な者は、新品購入で解決

できたが、浜名湖では 他の方法により解決をした。 

佐藤 直輝  小4 

内田 歩  小4 

尾崎 友太  

  小4 



熱海Jr 

 支援艇も出港  

上田 舞花 
小林 俊介 

谷本 七海 

木ノ切 千瑛 

    小５ 

    藤沢 

バウ沈 してるね。 

Race５ ５ 

スタート ２分後 沖は吹いており 白波も見えるが ここは半島のブランケットで順風。  

スタート 14:15:00    トップ  11:04:10   終了  14:28:18     風向 230° 風速 ５-8m/s 

シャチの１マーク 

沈艇 あり 

 トップ艇 回航 

 4位   渡辺   蔦   5位   小林 俊介  



浜名湖の 特殊な 風 230°からの風は 南西にある 

大崎からレース海面に向かって吹き降ろし ２マーク

のみ吹き降ろし線の外側、他は内側のために、順風

満帆で来たレース艇は、２マークで いきなり激しい

ブローが見舞う。数艇が沈をして 起きた後もトラ

ぶっていた。  その後のレースは２マークだけを

安全圏内に移動した。 

    

リタイア艇 2892 3091 2883 2905   2285   

       3300   

 ２マーク  

 フィニッシュ アウターマーク  

６位   内田  歩  

10位   加藤 耀一 

 小４ 海陽Jr 

９位   水谷 光一   小３ 江の島  

16位   松島 百花  小３  藤沢  

18位   三浦 海珠  小４  葉山   しばらく下位が続きます。  このあたりが敬愛すべき Bクラスです。 



20位   岡田 晴    

 小３ 藤沢  

21位   伊地知 寛幸    

 小４ なごや  

  22位   濱川 航英 小４ 海陽Jr  

   これが 

 最終艇です。  

Race ６ 

  海上本部は  21ft ミニクルーザー 

  RCは 左から  高梨、荒川、星野、斎藤  

スタート 15:05:00   トップ  15:18:15   終了  15:19:25      風向 240°   

ス タ ー ト 前  

  JPN 3091   

 白鳥くんは  第５レースの強風 

 リタイアで 心が折れてしまい 

       １回休み。  

3091 の成績は 

20・18・7・

12・RET・RET・

16・23・10・

2・8・3・14  

総合12位だった。 

大会後半で彼は 

目覚めたのか？   本部船付近で待機する。 

     次はリタ  

   イアします。  

  積極的な 

 歩 くん  

  友治 くん  小４  

  RET ６艇   



ジオゴ 蔦            新芽 

達規    シャチ  寛幸 直輝   潤乃介 俊介 

耀一 

  浬帆 

   ↑ １マークの 回航  ５位～ 21位まで   

← １マークから ２マークへ １位～５位   

       ↓  ３マークから フィニッシュへ   

ジオゴ 

蔦        俊介             

光一             

華花             

友太             
浬帆             

佐和             

龍             

俊介             

達規             

寛幸 

浬帆             

直輝           

潤乃介 

Race６ Finish! 
１．松田  ジオゴ 

２．小林  新芽（ネオ） 

３．渡辺 蔦 

４．峯田 龍 

５．永井  達規 

６．小林  俊介 

７．佐藤  直輝 

８．懸  潤乃介 

９．伊地知 寛幸 

10.  嘉手川 浬帆 

航英 19位 

百花 23位 

  RET 

     3091 

     2883 

     2905 

     2285 

 新芽 

 ←  小林 俊介 

  小 5                 

      渡辺  蔦 →   

     小 4 

ただ今 

 待機中   

  來海 小2  

         24位 



Race  7 
 

スタート 15:36:00     トップ  15:14:19    終了  15:54:38       風向 240°   

スタート３分前  

   気合を見せる 

  大志      

スタート後 ポート海面を選んだ選手達、 

風の振れが多く、ブローの強弱は激しい。     スターボ 海面はこちら。 

コーチ艇は 選手達の後ろで 

レースの邪魔をしない条件で 

レース海面に入っても良い。    

小林 新芽 小６ 

２度目の トップ    

    を飾る。  

２位 内田  歩 小４ 

３位 尾崎 友太 小４ 

 同じ葉山どうしで仲よしフィニッシュ。  

ジオゴ ４位      
直輝 ６位      

佐和 ５位      

達規 ７位      

光一 18位      

海珠 20位      

舞花 22位      

Finish ! 
1st   
Neo 

RET ４艇      



Race
８ 

蔦  KMC      

晴  藤沢      

木ノ切 佐和 

 中１  藤沢     

スタート 16:01:00     

トップ     16:13:21     

終了       16:21:40        

風向        240°   
木ノ切 

 千瑛 

 小５      

 小林 俊介  YMFS  スタートスリット 

を８レースまで通して

個別リコールは３艇 

ゼネリコ はゼロだった。 

スタートラインの読め

る選手がかなりいて、 

私の目線でラインに触

れた選手は「おっと 

いけない」と言って

ブームを押して下がる。 

P旗なので１分前に出

ていてもOK なのだが 

１分前の P旗降下フォーンで 

それまでライン上にいた艇達

はラインから１m 程さがる。 

皆、Aクラスの１分間ルールの

練習で日頃 鍛えているようだ。 

下の写真は スタート後の写真 

左の数艇が“並み”の B かもね。 

KMC横浜 

支援艇 

大会参加 17クラブ中 

12クラブが B レースに

参加、支援艇は 22 艇 

もいる。うち７クラブ

が２艇持ち込み、A, B 

両海面に対応している。 

B をうまく育ててこそ、

クラブ の将来が  安定

する。と言うものだ。 

時々 このような強いブローが吹く中、第３レース以降にリタイア艇が 

出始め 最多５艇を数えるも、支援艇のお蔭で無事８レースを完了する。 



  大志     達規、大志を追う。   

  龍   
  ジオゴ   

  蔦     ３マーク   

  ウーン 

 ２位か、残念。   

   龍 ３位   

  友太   ４位   

 峯田  龍   中１ 熱海   

 尾崎 友太    小４ 葉山   
新芽 13位 江東   

 浬帆 11位   YMFS   

晴 16位 藤沢   

千瑛 17位 藤沢   

最終艇 百花 24位 藤沢   おつかれ さん。   

 熱海ジュニア 

は再結成後の初参加、

高梨さんに率いられ

今回は Bクラスのみ

の参加、エースは 

峯田 龍くん。R１は 

21位だったものの 

次第に大会慣れして

その後３位を２回取

る。あと２年続く彼 

のOPライフが どこ 

   まで伸びるか 

   が お楽しみ。 

こうして大会２日目が 終わりました。 

Finish ! 

RET ４艇      



 Day ３ ８月      (日）   

／2６日   

1. 松田ジオゴ 2862  15 

2. 尾﨑 友太  2968    33 

3. 小林 新芽    3291    39 

4. 渡辺 蔦       2818    40 

5. 木ノ切 佐和 3129  47 

6. 小林 俊介    2135    51 

7. 内田 歩   3006 ５1 

8. 佐藤 直輝  2892    51  

9. 永井 達規  3028   56 

10. 嘉手川 浬帆   2404   65 

11. 峯田 龍   2821   66 

12. 縣 潤乃介  2902     69 

13. 後藤 大志  3300     72 

14. 伊地知 寛幸 2868     98 

15. 木ノ切 千瑛   315     99 

16. 岡田 晴   2943    108 

17. 齊藤 華花  3081  111 

18. 加藤 耀一  3226    113 

19. 濱川 航英  3171    122 

20. 白鳥 友治  3091    125 

21. 上田 舞花    2609    130 

22. 松島 百花  3219    134 

23. 三浦 海珠  2969    140 

24. 水谷 光一      29  142 

25. 飯島 來海    150    160 

26. 峯田 龍桜  2883    166 

27. 谷本 七海  2905    181 

28. 高梨 匠海    2285    198 

 暫定成績 ２日目終了時 

８レース完了  捨て１レース 

  小林  俊介   

 嘉手川  浬帆  小５ YMFS   

  大志   
  新芽   

  浬帆      出艇順序 

    チャンピオンレースの重みから 

Bは軽いので、出艇は A の後に 帰着は 

A の前に と考えていたが、朝 Aは風待

ち、しかし Bはやれそうなので Aレース

委員長 中島さんと交渉して先に出す。 

一番勝気の強い選手が 真っ先に出る為、

見ると 大志くんが すでに港外にいた。 
 

 Bクラスのフリート内訳 

今回  葉山５艇、YMFS４艇、藤沢４艇、 

海陽 ３艇、熱海 ３艇、江の島 ２艇、 

KMC ２艇。 浜名湖、リスクM、江東、

なごや、横浜、が各１艇の  計 28 艇 

中１が ２名、小６が  １名、小５  ９名、 

小４  11 名、小３  ３名、小２   ２名。 

小学４年が最も多く、平均は  4.36 年生 

男女別では  男 21名：女 7 名 で ３：１。 
 

クラブ別の強さは、右表の暫定で上から 

海陽・葉山・江東・KMC・藤沢・YMFS 

･･ とバラバラ。江の島が最多人数ながら 

B には 小２と小３の２名しかいないのが

クラブの考え方が 垣間見えて面白い。 

 谷本 七海  小５ YMFS   

 松島 百花 

 小３ 藤沢   



Race９ 

Race 10 

クラス旗は ソーセージを  

 選択。目的は 陸の観客  

 の近くで見せるレースを 

 行なう事なのだが････   岸には たった３名の観客しかいない。 支援艇が豊富なので 皆  舟から観戦できるのだ 。   

スタート  9:50:00      トップ    10:02:31    終了   10:05:20       風向  260° 風速３m/s   

  １位  大志     ２位  ジオゴ   
  ３位  佐和   

  ４位  達規   

  歓びの 後藤ファミリー   

  ５位 蔦     ６位 新芽   
  がんばった 航英 ８位     自己ベスト 13位  來海 150   

  これがディビュー戦となる入門選手達も、最初は戸惑ったが レース回数が増えるにつけ 慣れてきて、成績が少しづつ向上してきた。    

スタート  10:15:00      トップ    10:28:52    終了   10:33:45       風向    260°   

   友治  航英   

  友治 トップ 回航   

   友治  佐和      峯田 龍桜  小５     

  友治    佐和   

  龍桜      

  達規      

R５、R６ と強風でリタイアして  本部船付近を

漂っていた  3091 白鳥 友治  小4 KMC は 元気回復

なんと木ノ切 佐和 と トップ争いをしている。 

一方 佐和の方は、全13 レース中の   捨てを除いた  

11 レース を全てシングルでまとめ、なおかつ 

２回のトップフィニッシュをした 実力ある選手。   ジオゴ 航英   

Finish ! 

RET なし      



 軽風の真ラン 

では  軽量選手に

やや有利か？   

 ジオゴは  少し 

アンヒールをして 

遅れを取り戻す。 

最後は３位まで詰めた。   

 本部船の すぐ横を通過 

する 伊地知 寛幸   小４ 

      なごや   

 水谷 光一 

  小３ 

  江の島 

なぜか ドン尻 

加藤 耀一 小４海陽 

ラスト艇はコーチが 

帆走を指導しても良い。   

 三浦 海珠 

  小４葉山 

１位 佐和 ２位 友治 ４位 龍桜 

６位 航英 ５位 達規 

熱海のコーチ達から  

賞賛される  KMC友治くん。 

航英 パパ  ママ 

息子の成長に感無量。 

Finish ! 



Race 11 

 ジオゴ ママ  

スタート  10:53:00      トップ    11:07:17    終了   11:15:03       風向    260° 風速 3-5m/s       
 スタート  ３分前  

ジオゴの国籍 は ブラジル。だが日本で生まれ育ち、母国ブラジル

へ帰った事はない。  2016年４月 海陽ハーバーを通りかかった時、 

海にOP が走っているのに興味を持ち、兄と共にヨットを始めた。 

初日のミーティングで  選手達に経験年数を聞いた時に  ３名程が 

１年未満、大多数が ２年未満、そして ジオゴ のみが ２年以上と 

手を挙げた。昨年の 東日本には出場していなくて、これが JODA 

公式レースの デビュー戦。  本人と親は  セールの国籍文字を JPN 

ではなくて BRA（ブラジル）を希望している。   OP協会の見解は 

BARで協会登録OK、全日本優勝 OK、海外派遣は JPNで。でした。 

Finish ! 

 上田 舞花 

  小４ 葉山 

 内田  歩 

 峯田  龍桜 

 峯田  龍 

  ２度目の１位  佐和   

  ２位  後藤 大志   

 YMFS  
 コーチ 艇 

 佐和  VS  大志 

 永井 達規  

    ３位 

 百花  小３ 

  善戦して ４位 

 スタート後  約30秒 経過  → 

B クラスの定義は難しい。昔  

諏訪湖の大会で  勝てるつもり

で Aに参加したら 成績が悪く、

翌年 B に出て優勝した選手が 

ブーイングの嵐だった。翌年 

その大会は一度 A に出たら B 

に戻れないとの規則が出来た。 

しかし いつまで Bで出れるか

は 書かれていなくて、ただ  

スポーツマンシップに頼るのみ。 

  藤沢 

 コーチ 艇 

  ７位  小林 新芽   

 ジオゴ 
 友太 ９位 

 友治 ８位 



Race 12 

 藤沢チーム コーチ艇 

 宮本コーチ 

 なごやJr コーチ 

 伊地知 寛幸 小４  なごや 

  沖では Aクラスの 第７レース が 展開中   

 葉山の この２人、いつもくっついている。 

 大会中に レースに 

  開眼し、第１線で 

  スタートする 友治。 

新ディンギー    

 レーサー誕生! 

高梨 匠海  
 小2  28位 

B クラスにとって 最下位

は 恥ではない。出場する

勇気こそが 誉められる。 

６m/s 以上の風は走れず、 

13 ﾚｰｽ 中 ６ﾚｰｽ が RET 。 

どんなに 優れたセーラー

でも、この門（入門）を 

通過しないものはいない。 

未来は楽しみの為にあり。 

ソーセージ コース には 真ランがあり、吹いてく

ると 不安定な 初心者が出始めたので、真ランの

無い 三角コースに戻し、また、最後の２発なの

で 大会の集大成として  大きな距離とする。 

スタート  11:23:00      トップ    11:40:59     

     終了   11:48:50        風向    260° 風速 5m/s       

  シモイチ でのスタート位置が定番の 3300   

  写真は スタートの 約20秒前。 



Finish ! 

    シャチ  

 ずいぶん 遠くに 

 打った １マーク 

 3300 

 2285 
 ラスト フォロー艇 

 2404 

 3300  3291 

 大志  新芽 

 佐和  友治  蔦 

 ２位 新芽 
 １位 大志 

３位  友治 

６位  達規 

４位  ジオゴ 

５位  蔦 

18位  海珠 

19 位  歩 

20位  龍 
21位 友太 

22 位 舞花 

本部船 のバウに接近

する 艇が多いので  

目印にフェンダーを 

浮かべて 注意を喚起

するのだが ･･･ 

やっぱり 効果なしか。 素早くラダーを外して解決。 
匠海くん  次が 最後のレースだから、がんばってね。 

斎藤 華花 横浜 



Race 13 

 YMFS コーチ艇  嘉手川 浬帆  小５ 

 小林 俊介  小５ 

 佐藤 直輝  小４ 

  選手が 

小柄なため     

  OPが 

10 feet に 

 見える。 

スタート  11:57:00      トップ    12:12:13     終了   12:23:40        風向    260° 風速 5－6m/s       

 岡田  晴  小３ 

 木ノ切 千瑛   小５ 

 松島 百花   小３ 

 三浦 海珠  小４ 

  いままで  いつも下位にいた選手達が  最後に 

     第１線 スタート を切ろうとしている。 

 ←  上田 舞花   小４ 

スタート寸前の一瞬に  激しいブローが吹き   至近距離の艇団は混乱し、

写真の左の方向から ドンッ !  という衝突音が聞こえた。          

 当事者の 片方 29 の 水谷くん は そのままスタート 

するも、艇に 不安を感じて 途中で引き返す。          

撤収 作戦  最終告信号は 13 時となっていたが、施設は 124艇の 

搬入・搬出スペースとしては やや狭すぎて 初日に大渋滞した。 

閉会式までには 全艇 搬出したいので、朝のミーティングで 12時 

に変更した。 11:57,  あと３分の余裕をもって  R 13 を スタート 

させた。A 海面では 最終の R８が 12:10 発となった。これで  A 

が帰着する頃には、B クラス艇は 全部が 片付いているだろう。  



 最終レース 

Finish! 

 穴 

 江の島 支援艇がいなかったので 葉山艇が曳航して帰港する。 

セール№ 29  

リタイアします。 

 損傷 穴 

 最初は委縮していた B の中の B 選手達も。今は 伸び伸びと大きく横に広がって 自分のコースを帆走している。 よかった、大会で成長してくれて。 

 ジオゴ 新芽  達規       佐和   大志 耀一 

達規         

 大志    耀一 

 浬帆      ジオゴ 

 耀 一 

 蔦 

  友太   ジオゴ 
 晴 

 浬帆    

新芽         

達規         

 １位 

  永井 達規 

初めてのトップ 

有終の美を飾る         

 ２位 後藤大志 

６位  尾崎 友太   ４位 小林 新芽 ５位 ジオゴ 



 最後に 大健闘を見せた   

 加藤 耀一   小４ 海陽 

 初めての 

シングルが 

なんと ３位 

ふりむいて ごらん 

 写真を撮ってるよ。 

 達規 パパ 

 熱海ジュニア  龍くん の 

初チャレンジは  Bクラス 

  13 位  で終わった。 

 濱川 航英   21位 

 木ノ切 千瑛   19位 

 三浦 海珠  20位 

  いい風、 

いい ハイク 

 アウト を 

  覚えたね。 

千瑛 最終 

 成績  18 位 

 谷本 七海   21位 

    最終成績  27位 

 七海ちゃん 

  もう 帰ろうよ。   

 高梨 匠海   26位 

 最終成績  28位 

いよいよフィニッシュ 



  最終成績              学年 

15. 伊地知 寛幸 2868  ４ なごや 

16. 岡田 晴   2943   3 藤沢 

17. 齊藤 華花  3081  ５ 横浜 

18. 木ノ切 千瑛   315  ５   藤沢 

19. 濱川 航英  3171   4 海陽 

20. 加藤 耀一  3226 4 海陽 

21. 上田 舞花    2609   4 葉山 

22. 松島 百花  3219   3 藤沢 

23.   三浦 海珠  2969   4 葉山 

24. 峯田 龍桜  2883   5 熱海 

25. 水谷 光一      29   3  江の島 

26. 飯島 來海    150   2  江の島 

27. 谷本 七海  2905   5   YMFS 

28. 高梨 匠海    2285   2 熱海 

  最終成績              学年 

1. 松田 ジオゴ  2862  ５ 海陽 

2. 木ノ切 佐和   3129  7  藤沢 

3. 小林 新芽    3291  ６ 江東 

4. 永井 達規    3028 5  RM 

5. 後藤 大志    3300  ５ YMFS 

6. 尾﨑 友太      2968  ４ 葉山 

7. 渡辺   蔦       2818  4  KMC 

8. 小林 俊介      2135  5  YMFS 

9. 内田 歩     3006  ４ 葉山 

10. 佐藤 直輝    2892  ４ 葉山   

11. 嘉手川 浬帆     2404   5 YMFS 

12. 白鳥 友治    3091   4 KMC 

13. 峯田 龍     2821 7 熱海 

14. 縣 潤乃介    2902   ４  浜名湖 

Bクラス・上位陣 

 熱海Jr  コーチ艇 

 最後まで 

よく頑張ったね。 

  良かったよ。 

三浦さん 
松永さん 

中川さん 

本レースの 運営は、本部船と マーク艇 それに 

       支援艇のサポートで 仕切りました。 

  JPN 150 飯島 來海 が  27位で フィニッシュして    

  Bクラス 全ての          レースは 

  幕引きと          なりました。 

B海面 レース寸評  
３日間に渡って 初級者のレース運営を 楽しませてい

ただいた。ユニークな OP選手達の中でも、ひときわ

インパクトがあったのが、3300 後藤 大志くんだった。 

最初の ルマン式発進 ﾚｰｽ で いきなり１位。 その後 

５-６位を取り、続いて吹いてきて RET- RET,  また 

全レースで ３件の個別リコールがあったが、その内 

２件は彼だった。おそらく シモイチを狙うため タイ

ミングが悪いと アウターをかわせなかったのだろう。 

R６以降は  21- 9- 1- 1- 13- 2- 1- 2 で  トップを

４回 も取りながら５位に甘んじた。荒削りで アグ

レッシブ、最初は 目立ちたがり と思ったが、その全

身全霊を打ち込むスタイルに だんだんと好感が持て

るようになった。 優勝者の 2862 ジオゴは 正反対 

の性格、捨てを入れても  全13 R が 全て10位以内。 

１位 ３回、２位 ２回、３位 ３回、４位 ２回、５位

２回。そして 贅沢にも ５位を捨てレースとしている。 

スタートの位置は 多くが 安全な カミイチ、だった。 

 小さな野望が渦巻く B海面の豆選手達。その向上心

は、海面を一番の実戦練習場として活用した。 

  

Bクラス・未来輝く陣 



表 彰・閉会 式  
the Award ＆ Closing ceremony    

 優勝  松田 ジアゴ 
 

      準優勝  木ノ切 佐和  

      第３位  小林 新芽  

Bクラス 

Aクラス 

Silver fleet 

Gold f leet 

準優勝 佐和   3位 新芽  4位 達規  5位 大志    6位 友太   7位 蔦  8位 俊介      

８位  青    ７位 涼太郎     ６位 燎汰   ５位 優太     ４位 愛海   ３位 カトル   準優勝 駿   優勝 虎士朗     

優勝 空  準優勝 滉佑    3位 剛   

 達規  

 大志  



  

最終成績           昨年 

1. 菅澤  虎士朗  3288    ３  

2. 重松  駿  3176  ２  

3. 葉山 カトル 3117   13 

4. 出口 愛海  3366 11 

5. 川前 優太  3355 24 

6. 岩永 燎汰  3226  ４ 

7. 宇田川 涼太郎  3112  Euro   

8. 鷲尾 青   3357 10 

9. 和知 健太郎   3201   6 

10. 蜂須賀 啓介   3316   21 

11. 遠藤 貫太郎 3367   25 

12. 青木 澪   3200 35 

13. 鈴木 海翔  3320 37 

14. 師尾  しおり  3095   19 

15. 重松 陽   3352  – 

16. 桔川 慶次郎 3339 23 

17. 芝田 豊栄  3209  9 

18. 服部 輝海  3351  Euro 

19. 山田 真理歩 3298 － 

20. 宮本 あかり 3345   31 

21. 上条 久美子 3292 62 

22. 千葉 歓汰朗 3132   26 

23. 西村 拓真  3307  Euro 

24. 中島 拓海  3365 46 

25. 上田 瑞   3359 43 

26. 太田 薫   2958   34 

27. 後藤 凛子  3394   22 

28. 池田 ももか 3363   70  

29. 西田 帆七  3169 29 

30. 堤 悠人   3154 B 1 

31. 藤森  佑太朗  3130  － 

32. 森  映心  3047 67 

33. 落合 創太  3179  － 

34. 鈴木 風雅  3294 18 

35. 武田 琢磨  3259 B12 

36. 岡田 海洋  2943   45 

37. 出口 美帆  2859   47 

38. チャーチ 海 3168 63 

39. 竹内 天悟    3286   59 

40. 服部 春花  3174 20 

41. 東道 すず    3378  5 

42. 飯塚 竜士  3284  － 

43. 冨永 遥希    3347 57 

44. 浅野 蒼   3358   78 

45. 岡田 圭悟  3180   84  

46. 戎  悠里  3183   64 

47. 北浦 菜月    3289   B 3 

48. 上野 誠悟  3287 85 

              

 最終成績           昨年 

49. 鷲尾 空         3262  40 

50. 肥後 滉佑  3304    60 

51. 本多 剛   3022    41 

52. 富永 晏吏  3362  80 

53. 大嶋 碧斗  3120  － 

54. 北浦 州陽  3214  － 

55. 尾崎 健人  3305    36 

56. 青山 若生  3170  － 

57. 岩波 萌夏  3376  B 6 

58. 村田 慈英  3057  73 

59. 兒島 惟高  2978  B 2 

60. 内田 幸恋  3370  39 

61. 神木 宏斗  3134  50 

62. 竹澤 大樹  2858   100 

63. 重田 空希  3208    71 

64. 占部 匠太朗 3164  － 

65. 遠藤 海之流 3085    89 

66. 矢吹 優喜  3109    74 

67. 松岡 拓飛  3241  － 

68. 池田 航介  3211  72 

69. 早川 大翔  3299  － 

70. 三谷 帆風      3305  B 7 

71. 松原 啓悟      3175  B 9  

72. 三谷 帆澄      2894    B15 

73. 窪田 啓汰  3125    76 

74. 永井 紘樹  3139  － 

75. 吉川 尚志  3340  － 

76. 松岡 尚吾  3360  － 

77. 松井 勇人  3021  － 

78. 吉川 朋志  3020    83 

79. 鈴木 しおん     3227 B 8 

80. 岡村  曜太朗  3326    － 

81. 上野 僚介  3121  － 

82. 星沢 俊   3302  － 

83. 中川 祐太  3242  － 

84. 岩波 将吾      3182  － 

85. 若鍋 雄大  3231 102 

86. 池ヶ谷 悠理 3018  － 

87. 結解 太朗  3301  － 

88. 上田 凛花      3306 B18 

89. 永田 稜真  3297  － 

90. 天田 朝陽  2970  － 

91. 白鳥 美和  2981  87 

92. 富松 志帆  3373  68 

93. 山本 眞央      2893 B19 

94. 安田 颯志      3255 B10 

95. 茎沢 多朗  2890   105 

96. 山口 瑛哲      2890 B16 

Silver fleet 

G o l d  f l e e t 

“朝起きると  そこは大会 会場だった” という利便性の高い施設を

提供していただいた。三ヶ日青年の家・所長の 城田さんに、感謝

の意を込めて 賞状が贈られました。 

 

式が終わり解散すると 葉山の皆さんが  お別れの挨拶に来ました。 

Bクラス全員が４年生。賞状こそ６位１枚ですが、５名の参加者

に 10位までに３名もいる、チームとして一番手ごわい相手です。 

内田 歩 9位    尾崎 友太 6位   上田 舞花 21位    佐藤 直輝 10位   三浦 海珠 23位      

この女の子は 付き添いがいないのか 一人で私の所に来る。“君のお父

さんを 子供だった頃から知っているよ”。 “おじいちゃんは 私の友達

だったんだ、２年前にも会ったよ、でも もう死んじゃったね”。そう

言うと 何かを思い出したのか 少女の目にはうっすらと涙がにじんだ。 

來海ちゃんの祖父は 私の OPメジャラー先輩の 飯島 安男さんでした。 

 



  編 集 後 記       オプティミスト ･･･ とは ？ 

２年前の 2016年 ポルトガル の OP world で 毎日 宿舎 ⇔ 会場 を歩いて往復していた時、目抜き通りの OPTIMAX という看板が 

目を引きました。それは OPスパーのメーカー名に関係なく、光学的に最高 との意味のメガネ屋さんでした。 日本では“楽天家” と

訳しますが、海外では 余りその意味は用いずに “将来が明るい（光に満ちた）人” と説明されたりします。 今回 私は初めて Bクラス

を担当して  考えさせられることが大でした。 小学６年生以上ともなると 子どもと言っても 少し大人びてきて、技量に反映します。

が、５年生以下では理性が発達していない分だけ本能的で 理屈抜きの所があります。これが 私には  なぜか神々しく輝いて見えて  

来るのです。    今 過去の OPセーラー達が 丹精・精進の結果として アジア大会セーリングで 多くの 光輝く金メダルを取りました。 

これに少し似た 輝きを すでに 年端もいかないOP乗りの勇姿に 感じてしまうのです。 フィニッシュで ラストの方に近い子の未熟さ

こそが OPから上級艇種へと続く長い道のりの起点であり、綺麗に帆走したいとの気力が見える時、たとえ最終的にはオリンピック 

に行かなかったとしても 美しく輝いて見えるのです。 本Bレースでは ベスト12のうち、10名が５年生以下でした。 その中に４年と 

５年が半々づついました。構造的に将来の名選手育成の元がOPならば 近未来の上級OPを育てるのは OP Bクラスレースでしょう。 

しかし ここに長居は無用で１年もいれば十分です。OPの命は花のように短いために１年でも早く Aクラスの下方から登りましょう。 

                                       2018.09.04  編集者 荒 川 渡 

  東日本 ３羽 カラス（海人、駿、虎士朗） そして 3度目の正直（海人） 

海人、駿 は ワールド ／タイ 帰り、虎士朗は 北米／カナダ 帰り、その興奮 冷

めやらず、で 遠征に続く レースの様な  集中力を見せた。  ３名の 得点は、 

８／74。  14／78。  14／24。タイの解消で  駿が 鼻の差で凌いだが、合計

得点では ２位虎士朗が 24点 捨てが 5点×２＝ 10点、 海人66点より上の 猛者

だった。 彼と すず は まだ小５ と言うから 末恐ろしいし、期待が持続する。 

2015年 2016年 と １点差の２位に泣いた海人、３度目の正直でついに優勝 !! 


